
令和７年度 第１回島田市認知症対策検討委員会

令和７年８月19日（火） １９時００分

島田市の取組状況
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島田市の取組について
～ 令和７年度 ～

【普及啓発】
・VR認知症体験会 ・認知症上映会 ・９月アルツハイマー月間の取組
・認知症サポーター養成講座 ・キャラバン・メイト養成研修（３年に１回）

【予防】
〇通いの場・社会参加の推進
・しまトレ ・居場所 ・地域ふれあい ・eスポーツ ・パワーリハビリ教室

〇認知症予防講座
・脳の健康度テスト（ファイブ・コグ） ・脳の体操教室

【本人・家族への支援】
・認知症初期集中支援事業 ・認知症家族会 ・認知症カフェ ・本人ミーティング
・徘徊高齢者等事前登録事業 ・認知症高齢者等個人賠償責任保険事業
・認知症高齢者等位置探索サービス利用補助金交付事業
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しまトレ 居場所 ふれあい

箇所数
（令和７年３月末）

102 75 40

通いの場・社会参加の推進
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お近くの「居場所」
「しまトレ」に関しては
「島田市わが街ガイド」で
検索するか
包括ケア推進課 地域支援係
（TEL：３４－３２８８）まで
お問い合わせください



新しいスポーツ形態である
「eスポーツ」を気軽に楽しく、
継続して取り組むことのできる環境を
整備し、高齢者の社会参加や生きがい
づくりを推進します。

通いの場・社会参加の推進

◆eスポーツ教室事業

〈令和６年度実績〉

回数 参加人数

体験会 １１ １０２

サポート寺子屋 ４０(５期) ２７９（延人数）

出前講座 １６ ４７１

ｅスポーツルー
ム

７０ ６７５
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◆パワーリハビリ教室

通いの場・社会参加の推進

シニアサポーター数 教室利用者数（実人数）

１期（４～９月） １００ １７９

２期（１０～３月） １０７ １８４

〈令和６年度実績〉

◼ 島田市シニアサポーター協議会会員が教室の指導を行います。

◼ ３会場：保健福祉センター、金谷、六合 ※１期＝６か月

◼ 要介護認定を受けていない高齢者を対象に、機器を用いた低負荷のトレーニング

を行う機会を提供し、運動機能の向上を図ります。
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◆脳の健康度テスト（ファイブ・コグ） 

認知症予防講座

実施回数：９回

参加者数：１１７人
〈令和６年度実績〉

奇数月に市役所内で
定例開催をしています！

その他、団体さん向けに出前講座
でも実施可能です。

ご参加をお待ちしております。

◼ スクリーンに映し出された映像を見ながら回答用紙に記入して行う検査です。

◼ 認知症に関連する脳の５つの機能をテストします。

◼ 自分の得意・不得意な機能がわかり、認知症の予防に活用できます。
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◆脳の体操教室（新規事業） 

認知症予防講座

９～２月の間

毎週水曜日AMに実施予定

６５～８４歳の元気な高齢者が対象・MCIの方も大歓迎！

◼ 公文が開発した、認知機能維持・改善のための高齢者専用教材を使用した認知症

予防教室です

◼ 簡単な読み書き、計算などをテンポ良く行うことで、認知症予防に役立てます。
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◆ 認知症に関する映画の上映会

令和6年度「オレンジ・ランプ」 ８６名参加

令和7年度

「ケアニン～あなたでよかった～」100名参加

→秋頃に第２回を開催予定

◆ ＶＲ認知症体験会

令和７年度 ４９名参加

認知症について正しい知識の普及啓発

8



◆９月アルツハイマー月間の取り組み

◎令和7年度広報しまだ8月号掲載予定

・認知症に関する市の取り組み

・地域包括支援センターの紹介〈令和5年度掲載内容〉

◎図書館に展示

島田：認知症についての本等の設置

金谷：「認知症について」や「包括ケア推進課の取組」を展示

認知症について正しい知識の普及啓発
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◆認知症サポーター養成講座
◎小学校・中学校・高校でのキッズサポーターの養成

◎企業、ボランティア団体、民生委員を対象に実施

年度 2019 2020 2021 2022 2023 2024

実績 13,438 14,007 14,841 16,007 16,876 17,578

計画 13,000 14,000 15,000 16,000 17,000 18,000

認知症サポーター養成講座受講者数（人）累計

認知症について正しい知識の普及啓発
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市での開催を
冬頃に実施予定。

個人でも参加できます。



◆キャラバン・メイト養成研修

認知症について正しい知識の普及啓発

キャラバン・メイトとは…

認知症サポーターを養成するための「認知
症サポーター養成講座」の講師役を務める
ボランティアのことです。

養成研修は１月頃実施予定
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◆認知症初期集中支援事業
◎早期診断・早期対応のための体制整備

◎地域包括支援センターに認知症初期集中支援チーム設置（６か所）

本人・家族への支援

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

チーム設置数 6か所 6か所 6か所 6か所 ６か所

サポート医人数
（人）

6 6 6 6 ６

チーム員会議開催数
（回）

13 11 4 1 4

新規検討件数(件） 6 5 3 0 2

検討件数（実件数） 7 7 4 1 2

〇認知症サポート医連絡会の開催（サポート医６名）１月頃開催予定
〇認知症地域支援推進員（市と地域包括支援センターに配置） ９名
〇認知症地域支援推進員連絡会 年６回開催予定
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◆認知症家族会
 認知症家族の集い ～つながり～ 市役所 会議室２０３ 毎月実施

〈今年度実施予定内容〉

６月：薬剤師と座談会 ８月：ヨガでリフレッシュ

１１月：高齢者あんしんセンター職員さんと座談会 ３月：落語で笑おう

〈令和６年度実績〉 開催数１２回 延べ１０３名参加

 かなやいっぷく処

金谷地区社協 毎月1回開催

内容：おしゃべり、サザエさん体操

◆認知症カフェ

設置箇所：７箇所 （令和７年４月１日時点）

本人・家族への支援



◆認知症本人ミーティング

本人・家族への支援
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令和７年度は４回実施

→次回は１１月５日（水）
オカリナ演奏会を行います！

本人ミーティングとは…
認知症の本人が集い、本人同士が主になって、自らの体験や希望、必要としている
ことを語り合い、自分たちのこれからのよりよい暮らし、暮らしやすい地域のあり
方を一緒に話し合う場です。
「集って楽しい！」に加えて、本人だからこその気づきや意見を本人同士で語り合
い、それらを本人同士、そして地域に伝えていくための集まりです。

〈厚生労働省HPより〉



◎市長申立て

本人または４親等内の親族が申立てできない場合、代わりに市長が申立
てを行います。

令和６年度 １３件

◎報酬助成

後見人への報酬の支払いが困難な方を対象に、後見人への報酬を助成
します。

令和６年度 ２３件

◎年後見支援センターを社会福祉協議会に委託。権利擁護、成年後見
制度の申立てに関する相談と支援を行います。

相談件数 令和６年度 ７４０件

本人・家族への支援

◆成年後見制度利用支援事業
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◎見守り体制の整備

認知症により行方不明となるおそれのある方を事前に登録し、警察や
高齢者あんしんセンターと情報共有し、速やかな発見・保護につなげて
いきます。

登録者 ５０人（令和６年度末時点）
・対象者

認知症により行方不明となるおそれのある、在宅で生活

している高齢者又はこれに準ずる者

・申請者

対象者の配偶者及び４親等内の親族

本人・家族への支援

◆徘徊高齢者等事前登録事業 ※令和２年度から開始
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◆認知症高齢者等個人賠償責任保険事業
※令和２年度から開始

◎対象者

徘徊高齢者等事前登録事業の登録した者であって

①認知症のある人が同種の保険に加入していないこと

②運転免許証を所持していないこと

◎事業内容

徘徊高齢者等事前登録事業に登録した人を被保険者と

して、市が契約する保険に加入し、日常生活における

偶然な事故に起因した法律上の損害賠償責任が発生した

場合に、最大１億円まで補償する。

利用者 ４０人（令和６年度末時点）

本人・家族への支援
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◆認知症高齢者等位置探索サービス利用補助金交付事業
※令和６年度から開始

本人・家族への支援

GPSを利用する場合に補助金を交付する事業です。
GPSを利用することで、高齢者の位置情報を取得し、速やかに発見・
保護につなげます。

〈対象者〉

徘徊高齢者等事前登録事業に登録した方

〈補助対象内容〉

GPSの機器の購入費やサービス利用にあたっての加入費（登録料・手数料等）

※毎月の利用料などは対象になりません。

〈補助金額〉

補助対象経費の額を１万円を限度とし、高齢者１人につき１回までの交付となります。

〈利用するGPSについて〉

利用するGPSについては申請者に決めていただきます。

しかし、希望したものによっては、補助の対象にならない場合もあります。

詳しくは包括ケア推進課までお問い合わせください。
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